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数年来あたかもコロナ禍と同化したような世の中になり、マスクがまるで肌着の一部のようになっ

て鼻口を覆わないと何か忘れ物をした感覚に陥ってしまいます。 

 そしてマスクの柄や、種類も様々で装飾品の感覚でアクセサリー売り場の店頭に並ぶようになり

ました。 

ここ 2 年、書面審議ですすめてきました当会の総会は、今年こそは、という気持ちが通じたのか

緊急事態宣言も、蔓延防止対策も発令のなかった時期、5 月 20 日にようやく対面で開催すること

が出来ました。しかし通常なら、来賓の方々から沢山の激励の言葉を頂いて開催する総会でした

が、密を避けて、ごく数人の行政の方の臨席をいただいて終了しました。 

 先般、2 ヵ所目の重症心身障害児者施設「神戸医療福祉センターひだまり」が 4 月 1 日に開所

されました。更に同時期 6月 1日には東灘区住吉山手の一角に 3ヶ所目の重心施設「サポートハ

ウス ココロネ住吉」が開設されました。私たち重度の障害児(者)を持つ家族、特に母親は入院・手

術のたびに、代われることなら代わってやりたいという切なる気持ちで介護していた時代から信頼

して、命を託せる先が神戸市に二つも増えたということは安堵以外の何物もありません。 

今、海外では守りたくても守れない状況の中で多くの子どもたちや、弱い人が悲惨な形で命を

落とす映像を見るにつけ日本では考えられない事柄がおこっている事に胸が締めつけられます。 

日本の、この神戸に於いて最新の医療を駆使して命を守れる環境や、充実した医療機関がある

ことに、あらためて平和なこの国に感謝するしかありません。 

当会は引き続いて医療的ケア児(者)の在宅の充実を目指して今後の活動と啓発に取り組んで

いきます。そのためには家族の声、当事者の声、そして在宅生活の介護の実態に、もっと耳を傾け

て行かねばと考えております。世代を少しずつ次につなぎながら重度心身障害児(者)の原点に立

ち返って神戸市から国に響くような取り組みを模索していきたいと思います。 
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***ポニー教室*** 

***第 56回 じゅうしん父母の会総会開催*** 

令和４年度日程 

 5 月 ６月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

東 部 

(灘さくら) 
7 日 4 日 2 日  3 日 1 日 5 日 3 日  4 日 4 日 

西 部 

(須磨支援) 
21 日 18 日 16 日  17 日 15 日 19 日 17 日 21 日 18 日 18 日 

※コロナウイルス感染緊急事態宣言発令や台風の接近などで急遽中止になる事があります。 

出席予定者には、その都度連絡いたします。よろしくお願いいたします。 

新年度に向け参加継続希望を確認し、新たにポニー教室参加者名簿を作成しました。又、会

員外の方に知ってもらうため体験の場をもうける事にしました。 

令和 4 年度(第 56 回)総会が 5 月 20 日(金)、神戸市立総合福祉センター4 階会議室において

会員出席 29 名、委任状 98 名で定足数を満たし開催されました。 

今回は 3 年ぶりの対面開催でしたが、ご来賓の方々は神戸市福祉局、こども家庭局、更生

相談所、社会福祉協議会から 5 名の皆様に出席いただきました。 

武田会長の挨拶の後、神戸市福祉局障害者支援課自立支援事業担当 山添昭仁様からご祝

辞を頂き議事に入りました。 

令和 3 年度活動・会計報告の審議・承認の後、新役員案、会則改正案の説明をし、令和 4 年

度活動計画・会計予算案が審議・承認され、最後に NPO 法人「じゅうしん神戸」の報告があ

り総会は滞りなく終わりました。今期は役員改選の年度でもあり、少しずつ世代交代を図っ

て新しい事業にも力を入れて参ります。 

本部理事は下記の通りに決まりましたのでご報告致します。 

又、当会の事務を非常勤で勤務し、本部の庶務部長兼副会長の中新井兵吾氏が今期で退か

れました。長年のご苦労を労って武田会長から花束を添えて謝意を伝え閉会しました。 

 

役職名   氏 名 その他の役職 

会 長 武田 純子 重障児中部いこいの家責任者 

副会長 中川 謙一 総務統括、財務部長 

副会長 井関 宏美 事業統括、青少年事業部長、 

じゅうしんきっず＆ゆーす担当、ホームページ担当 

広報部 新川 由美子 東灘支部長、広報部長・ホームページ担当 

事業部 時本 清子 長田支部長、事業部長、バザー担当、ポニー教室担当 

事業部 山内 由香 須磨支部長、事業部担当 

庶務部 城戸 昇 事務担当 

 

本部運営委員名(令和 4年度～) 
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事業部 山内由香 

昨年 12 月 21 日㈫じゅうしんマルシェ開催から 4 ヶ月目の 4 月 19 日㈫に開催しました。 

商品も冬物から春夏物に変更。倉庫内の季節に見合う商品を探すのに時間がかかりました。 

当日、10:30 ミーティング後から、数人のお客さまが並ばれて開始時間を早めてオープン。 

前回より売上金額は少なかったですが、嬉しかったことは、「来月も来るから。」と言ってく

ださったことです。5 月 17 日㈫も開始時間を早めました。5 月は初夏の衣類や季節に応じた品

物を並べました。来月のポスターを渡すと「第三火曜日でしょう。覚えたよ。」と言ってくださ

る方もいらっしゃいました。少しずつですが、「いこいの家」が地域に根付き始めてきたのかな

と思いました。 お近くにお越しの際は、是非お立ち寄りください。スタッフ一同お待ちしてお

ります。 

次回は６月２１日（火曜日）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

***青少年事業部 じゅうしんきっず＆ゆーす*** 

活動開始から３年目を迎えて・・・ 

じゅうしんきっず＆ゆーす 井関 宏美 

コロナウィルス感染拡大とともに活動をはじめ、翻弄されながらも３年目を迎え神戸市社会

福祉協議会様をはじめ皆様にご協力いただきましたこと深く感謝申し上げます。 

これまでの事業部という組織と並行し今年度から新たに青少年事業部という組織のもとじゅ

うしんきっず＆ゆーすは障害児(者)及び医療的ケア児(者)等に関する事を担当します。 

昨年、医療的ケア児支援法において、国や地方自治体などが医療的ケア児の支援に関わる施

策を総合的に実施することが「努力義務から責務」へと画期的な法案が可決されました。しかし

可決されたからといって状況がすぐに変わるものではなく、医療的ケアが必要な障害者の親の

立場の一人として、家族としての想いを丁寧に行政に伝える事も自分たちの大切な役割の一つ

だと思っています。そして医療的ケアの事だけではなくこれまでと同じく、重度心身障害児（者）

の想いを発信する事を大切に、より一層邁進してまいりたいと思いますのでご支援ご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

 

***久しぶりのじゅうしんマルシェ開催*** 
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【福祉乗車証の更新】 

福祉パスＩＣカードの有効期間は発行から約 10年間で、それぞれのカードの有効期限は福祉パ

スの表面下部に印字されています（令和 4年 12月末に福祉パスＩＣ化以降初めての有効期限を迎

えます）。※12歳以下の対象者には ICカードではなく磁気カードを交付しています。 

• 福祉乗車証には有効期限があります（約 10年間）。 

• 引き続き福祉乗車証を利用する場合は、更新の手続きが必要です。 

• 有効期限の 3か月前までに、更新申請書等が自宅に届きますので、必要事項を記入して返送

してください。 

• 更新申請書等は区役所の福祉パス窓口に申請いただいている住所に発送します。 

（※福祉パス窓口は、住民票を提出する窓口とは異なりますのでご注意ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉パスの更新スケジュール】 

ＩＣカードの更新は、郵送による申請方式又は申請書に印字されている二次元コードから電子申

請で手続きを行ってもらいます。スケジュールは下記のとおりです。 

 

※令和 5 年 4 月以降に有効期限を迎えるカードについては申請書を 3 ヶ月前までに送付致しま

す。（有効期限 4 月末～9 月末⇒1 月発送 有効期限 10 月末～3 月末⇒７月発送） 

※払戻し手続きは IC カードにチャージ（入金）している方のみが対象となります。 

 有効期限が令和 4 年 12 月末 有効期限が令和 5 年 3 月末 

対象者へ更新申請書送付 令和 4 年 5 月 13 日から順次 令和 4 年 5 月頃 

未申請者へ勧奨はがきの送付 令和 4 年 7 月頃 令和 4 年 11 月頃 

更新申請書の申請期限 令和 4 年 9 月下旬 令和 5 年 1 月下旬 

更新カードの送付 令和 4 年 12 月中旬 令和 5 年 3 月中旬 

チャージ残高の払戻し（口座振込） 令和 5 年 2 月頃 令和 5 年５月頃 

***福祉乗車証（福祉パス）利用方法に関する大事なお知らせ*** 
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 須磨支部 

令和 4 年 3 月末に行く予定だったイチゴ狩り、楽しみに
していましたが、中止になりました。会員の皆さんとお会
いして、話をしたいと思っています。まだまだコロナウイル
スの影響があり、対面でお会いできないかもしれません。
Zoomやメール等で話が出来るようになりたいです。  垂水支部 

垂水支部は、コロナ禍にあっては全く活

動をしていません。最大の行事である『たる

みっこまつり』も 3 年間中止になっていま

す。過去には『バス旅行』も実施しました

が、それも今は困難になっています。今年

度の総会は、3 年ぶりに対面で開催し、出

席者は久しぶりの顔合わせで喜び合いま

した。今後は、皆さんのご意見を聞いてど

んな活動が出来るかを考えます。 

 西支部 

支部の主な事業は支部総会、年に２度の日帰りバス旅

行、クリスマスプレゼントの配付などです。バス旅行は須

磨水族園、人と自然の博物館、淡路夢舞台など、２年に

一度はぶどう狩りに行っています。バスに乗った瞬間から

お喋りが始まり楽しい時を過しています。バス旅行はコロ

ナのため一昨年から実施できていません。支部総会は今

年度も書面決議です。コロナの早い終息を願っています

。 

 兵庫支部 

会員も少なく、コロナという病気に振りまわされ何かと

行動することがままなりませんが少しでも役に立てる様に

頑張りたいと思っています。 

今年他の法人ですが、二か所も入所施設が出来て、

親にとって嬉しい事でした。色々迷うことがありますが、一

つでも子の為に選ぶことが出来たのではないでしょうか。

これからも障がいのある子にとって少しでも良い生活が

出来る様に皆で努力していきたいと思います。 

 北支部 

この 2年間は活動的な行事はできてお

りません。コロナ禍での生活に対して

お見舞金、クリスマスプレゼントを会員

様に送付いたしました。令和 4 年度は

暑中お見舞い商品の配送、クリスマス

プレゼントを会員にお届けする予定で

す。本部行事の小旅行を楽しみにお

待ちしています。 

 長田支部 

令和 3 年度、今年こそは活動できる・・・？

と、期待したのですが、コロナ感染拡大が

続き団体での外出が厳しくできませんでし

た。市や区より発信される情報は、郵送で

お知らせさせていただきました。支部総会

は書面でしました。今年度は、直にお会い

し、いろんな体験や、お話をしたいと思い

ます。 

 

 中央支部 

昨年は行事の予定を立てて、さぁ実行と思うとコロナに邪魔

をされた 1 年でした。今年はコロナもおとなしく色々できそう

です。『介護が楽になる・ツイの住まいを探すプロジェクト』と

言う事業を始めます。しんどいと感じたら是非参加して下さ

い。他にも訓練や古武道介護など楽しく毎月やっています。

総会はできるだけ対面で開催したいと思っています。 

 灘支部 

コロナ禍のため、2 年間親子体操、ふれあい交流会がお休みになりま

した。今年はぜひ開催して、仲間や、親子の触れ合いを楽しんでもら

いたいと考えています。また、新役員に若い副支部長が誕生しまし

た。本部副会長もいる灘支部。いろんなアイデアを出して、子供たち

の夢をふくらませたいです。 

 東灘支部 

東灘支部は、区の保健福祉

部長とあいさつの場を兼ね

て、支部総会を開催しました

。事業報告は中止の字が並

びましたが、今年度は少人

数で何回かに分けて、一つ

ずつ丁寧に活動したいと思

います。 
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***施設見学*** 

東灘支部 若野 俊子  

ひだまりの見学会に行ってきました。 

三ノ宮から東へまっすぐ歩いて 10分程、すぐでした。車がなくても行ける嬉しい立地です。 

女性の建築士さんが手がけられたそうで木の温もりが感じられる柔らかであたたかな空間、まさ

しくひだまりそのもの！私もここに居りたいわぁと思う居心地の良さでした 

医療的ケアのある 35歳の娘、老障介護、いつまでできるんやろか。オープンのこのタイミングで

入所と心揺れましたが、よう決心はできず… 

素敵にでき上がったええトコひだまり❕に、これで良かったんかなあと、またまた心ゆらゆらの

日々です。 

東灘支部 新川由美子 

東灘区住吉山手の住宅街の一角に「サポートハウスココロネ住吉」が 6 月 1 日に開設 

されました。重度の知的障害、重度の肢体障害のある人にとっての入所・通所・外来の病院

であり福祉施設です。 

最初は少人数からスタートしますが、これから徐々に利用者が増えるにつれ、障害児者と

家族に寄り添う素晴らしい施設になることを心から期待しています。 

 

神戸医療福祉センター ひだまり 

サポートハウスココロネ住吉 

ホームページより引用 三宮駅より徒歩１２分  

春日野道駅（阪急・阪神）より 徒歩１０分 

阪急神戸線御影駅 19 系統、JR 住吉駅 39 系

統、阪神本線御影駅 19系統のバス乗車、 

「神大附属前」バス停下車 徒歩約 1分 

ホームページより引用 

神戸市中央区日暮通 5丁目 5番 8号 
電話：078-862-1939 

mail@kobehidamari.jp 

神戸市東灘区住吉山手７丁目１−１ 
電話：078-858-7557 



 

 

 
 

2021 年度は、佐々木信一施設長（兼サービス管理責任者）の退職に伴い、菅野勝大主任が後任の施

設長（兼サービス管理責任者）に就任。新しい入所者（利用者）がなく、利用者 14人・職員６人の体

制でのスタートでしたが、20年度に続き、コロナウイルスの影響を受け続けた１年となりました。 

「事業所は、原則としてサービスの提供を継続することを基本とする」という方針を受けて、

感染対策を徹底しながら開所を続けました。20 年６月以来、入室上限 15 人（利用者９人・職員

６人）の自主基準（１人あたり４㎡）を設けていましたが、８月から感染防止対策を強化・徹底

したうえで、入室上限を 20人（１人あたり３㎡）に緩和しました。 

作業テーブルの増設やアクリル板の活用、空気清浄機・換気扇・エアコンの換気機能の常時運

転、定期的な窓開け、消毒の徹底に加え、職員は常時マスク・フェイスシールド着用（必要に応

じて手袋・ゴーグル着用）、利用者のみなさんにも常時マスクの着用をお願いしています。 

オミクロン株の出現以来、周辺の事業所での発症者情報を耳にすることも多く、「家族が発症し

た・濃厚接触者になった」というケースも増えてきました。じゅうしん須磨寺でも、２月に初め

て利用者の陽性が確認されたこともあって（家族から感染・本人は無症状）、大事をとって１週間、

臨時休所としました（感染可能期間に接触のあった利用者・職員に感染拡大なし）。 

 

１．主な取り組み 

１）活動・行事など 

 ※運動会・日帰り旅行・音楽交流会など主な行事は中止 

  ・壁面飾りなど室内での創作時間増。 

・散歩などは須磨寺・須磨寺公園など近場を散策 

  ・行事は、クリスマス会だけ利用者全員集合で開催 

２）他事業所との連携・バザーなど（利用者の参加なし） 

  お大師さん＝１９回 ※ぜんざい：緊急事態宣言・まん防期間中の販売休止 

            ※古着・雑貨：秋以降、室内から屋外に場所を移し再開試行 

          ※引き続き、区内の他事業所のお菓子を販売 

すまるしぇ＝区役所（屋外）：４回・コープ須磨：１回 ※区内のコープでの販売試行 

  ※さくらまつり・おいでやすカーニバル・すましあなど区内の協議会イベントは中止 

３）実習など受け入れ 

神戸教育短期大学１回生２人（１人 10日） 

 

２．開所日・利用人数  

開所日＝２５３日 

利用者＝登録１４人 男性：９人、女性：５人 区分６：１２人、５：２人  

週５日:６人、・４日:４人・３日:３人・不定期:１人 

のべ利用人数＝１，９３７人・７．６６人／日（電話支援などの特例込み、２，０９６人・８．２８人／日） 

 

  

「じゅうしん神戸（法人）」「じゅうしん須磨寺（事業所）」ご支援をお願いします 

◎法人の会員になって支えてください  正会員：5,000円／年 賛助会員：2,000円／年 
   郵便振替口座：００９９０-７-２５４５２０ 加入者名：特定非営利活動法人じゅうしん神戸 

◎ボランティアとして支えてください お大師さんなどのバザー・昼食配膳・片づけ など 

    

 

 

７ 

こんにちは じゅうしん須磨寺 です！ 
～ 特定非営利活動法人じゅうしん神戸2021年度事業報告 ～ 
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◇◇◇お知らせ◇◇◇ 

・昨年 12 月に初めて開催した『じゅうしんマルシェ』も 6 月 21 日(火)で 4 回目です。 

  当日の一部の時間のみの販売・受付を含め、事前の準備の協力などを募っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お願い】 
※書き損じの官製はがきを「じゅうしん父母の会」へ提供してください。 
※父母の会事務所(いこいの家)の開所時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の為

９：３０～１６：００としています。 

お電話によるご連絡又はご来所については、 

できる限り『１０：００～１６：００』の間にお願いします。 

 

６月になり梅雨の時期となりました。梅雨の時期の格言に「雲の向こうは、いつも青空」

という言葉があります。『若草物語』が代表作のルイーザ・メイ・オルコット氏が書かれま

した。天気のように自分の力では変えられない状況でも、その先には青空が広がっている。

状況は必ず良くなります。そういう気持ちで毎日を過ごしていけたらと思うこの頃です。 

N.Y 

 
協力などを 

募っています 

 

希望者はいこいの家 

(☎ 078-335-8508)まで 

ご連絡ください 


